カンキョウ ニ ハイリョ シタ ショウヒ コウドウ オ シミン カラ マナブ ジュギョウ ジッセン ノ コウサツ by 鳥井 葉子 et al.
 目的および方法
日本消費者教育学会中国・四国支部学校教育研究グループでは「学校における環境に配慮した消費者教育アクティ
ビティー集―２１世紀に生きる消費者－市民をめざして―」をまとめた。これらのアクティビティーにより，めざし
ている究極的な目標は次の通りである１）。
１）学習者自身が，環境に配慮した消費者－市民としての行動・ライフスタイルがとれるようになる。
２）環境に配慮した社会システムの改善・構築に参加することができる。
本研究は，「環境に配慮した消費行動を市民から学ぶ」アクティビティーの授業実践過程と生徒の反応および授業
前後の生徒の変容について検討し，授業の改善策を探ることを目的とする。
「環境に配慮した消費行動を市民から学ぶ」アクティビティーの目的は「環境に配慮した消費行動に継続的に取り
組んでいる市民（団体）とその活動について調べ，発表し合うことにより，環境に配慮した消費行動を学ぶ。取材を
通して，自分にできる環境に配慮した消費行動を考える。」２）である。
授業は２０００年の６月から７月にかけて，広島市内の高等学校第２学年男子２４名，女子１７名の計４１名のクラスを対象
に，図１に示す４つの活動についてグループ学習を主として２５０分間で実践した。
はじめに，５～６人からなる班活動で，環境に配慮した消費行動に取り組んでいる市民とその活動についてイン
ターネット等を活用して調べた。つづいて，環境に配慮した消費行動に継続的に取り組んでいる市民に対して各班で
取材を計画し実行した。その後，取材した環境に配慮した市民の活動をわかりやすくまとめて発表し合った。最後に，
環境に配慮した消費行動について生徒自身ができることを考える。
これらの授業実践に関して，学習前・授業直後および３か月後の生徒の意識・実態を比較し，授業実践における生
徒の学習状況を検討した。
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＊学習前調査 （時間）
１．環境に配慮した消費行動に取り組んでいる市民とその活動内容について調べる（班活動） （１００分）
２．環境に配慮した消費行動に継続的に取り組んでいる市民への取材を計画し実行する（班活動） （５０分）
３．取材した環境に配慮した市民の活動をわかりやすくまとめて発表する（班の代表者） （９０分）
４．自分でできる環境に配慮した消費行動について考える （１０分）
＊学習後調査
＊学習後調査
図１ 「環境に配慮した消費行動を市民から学ぶ」授業実践過程
＊＊鳴門教育大学生活・健康系（家庭）教育講座
＊＊広島大学附属中・高等学校
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 結果及び考察
１．学習前の生徒
学習前の調査で，環境に配慮した消費行動について聞いたことがあるかどうかを尋ねたところ，４１名中２１名が聞い
たことがあると答え，その内容（自由記述）は表１の通りであった。「聞いたことがある」生徒が，挙げた内容はリ
サイクルが多く，ごみの分別，資源・廃品回収，生ごみの肥料化，ドイツの環境対策，デポジット制などもみられた。
その他には，買い物袋持参，詰め替え商品などが挙がった。また，聞いたことがある生徒の情報源を尋ねた結果が図
２である。情報源ではテレビが最も多く，続いて，身近な人，新聞の順であった。環境に配慮した消費行動に対して，
半数弱の生徒は聞いたことがなく，聞いたことがある生徒も，購入－使用－廃棄という消費行動の流れの中の廃棄に
関する行動についてのみ環境への影響を認識しているという傾向がみられました。これは「容器包装に関するリサイ
クル法」の施行など，ごみ減量中心の日本の環境行政を反映していると思われる。
２．市民から学んだ内容
生徒が取材した市民グループと取材内容を表２に示す。クラス全体では１３の市民グループを取材した。自治体のホー
ムページに掲載された市民グループとその活動内容を参考にして，生徒が選んだ対象は，地域の消費者協会，生活協
同組合，さまざまなリサイクル活動・廃油石鹸作り・省エネ・環境保全活動等を主体とする市民グループであった。
取材内容を決める授業場面では，まず，生徒個人が取材内容を考え，その後に班で話し合って取材内容を決定した。
クラス全体で多く設定された取材内容は，活動のきっかけと具体的な活動を問うものであった。また，活動してよか
ったこと，消費者や社会に対して呼びかけたり伝えたいこと，構成メンバー，高校生にできること，活動の成果や将
来の活動についての質問もかなりみられた。その他，活動によってどのような意識や生活の変化がみられたか，また，
活動の苦労や詳しい活動内容を尋ねる班もあった。取材は当初，課外活動として実施する計画であったが，市民グルー
プの活動が夜間や平日の昼間の場合が多く，対面して直接取材することが困難であったため，手紙による取材の形に
した。生徒の手紙に対して，すべての市民グループから返信を得ることができ，加えてそのグループが発行している
会報や廃油石鹸の実物等の資料が同封されていた。生徒はこれらの返信および多くの資料を整理して配布プリントに
まとめ，クラス全体に発表した。
今回の授業実践の特徴は，消費者－市民としての環境に配慮した消費行動に関して，実践者である市民からその経
緯や詳細を学ぶことに加えて，市民としての取り組みの姿勢を学ぶことができる点にあるといえる。そこで，生徒の
発表内容で取り上げられた市民としての取り組みの姿勢を考察した。それらは，市民グループからの「消費者や社会
に対して呼びかけたり伝えたいこと」への回答の中に表れると考え，表３に示した。取材はしても発表で取り上げな
かった班が１つあったが，他の班は「消費者や社会に対して呼びかけたり伝えたいこと」について発表していた。上
記の表から取り組みの姿勢をみると，大きく２つの傾向がみられる。ひとつは，B，G，Jの発表内容にみられるよ
うな使い捨て商品や消費意識を問い直すという，個人の消費行動の環境に配慮した行動の背景となる価値観の変容を
めざすものである。もう１つは E，H，Lのように，今できる行動を直ちにすること，ネットワークを広げて少しず
つ積み上げていくこと，地道に続けていくことを環境問題解決方法ととらえている姿勢である。重点の置き方は違う
が，市民グループはこれらの姿勢を基本として活動していることがうかがえる。
表１ 聞いたことのある環境に配慮した消費行動（複数回答）
リサイクル １０名 ドイツの環境対策 ２名
ごみの分別 ２名 デポジット制 ２名
資源・廃品回収 ２名 その他 ５名
生ごみの肥料化 ２名
図２ 「環境に配慮した消費行動を市民から学ぶ」授業実践過程
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１
A 容器包装回収，再資源
化，再生品販売
○ ○ ○ ○ 再生過程
B 廃油セッケン，牛乳パッ
ク再利用，買物袋持参運動
○ ○ ○ ○
活動による環境に対する意識の変化や
普段の生活の中の変化，活動の苦労
２
A 容器包装回収，再資源
化，再生品販売
○ ○ ○ ○ ○
C 古損木利用，竹の再利
用
○ ○ ○ ○ ○
３
D 資源の再利用促進，リ
サイクルの取り組み
○ ○ ○ ○
名刺（再生紙）および日本の山林ではなく熱帯雨
林に着目した理由，一年に破壊される熱帯雨林
E 講座・研修会・研究会開催，事
業者・消費者・行政の三者懇談会
○ ○ ○ ○
今最も再利用しやすい資源，市民ができる
最も簡単で効果がある資源の再利用の活動
４ F リサイクル活動 ○ ○ ○ ○ 女性の学習及び提供という活動内
容の詳細
５ G 省エネの実践等 ○ ○ ○ ○ 私たちの生活で改善すべきところ
６
H 手作りセッケン，リサ
イクル活動
○ ○
リサイクルの中でセッケンを選んだ理由，
普段の生活の中の変化，最終的な目標
I アルミ缶リサイクル ○ ○ アルミ缶リサイクルのメリット・デメリッ
ト，普段の生活の中の変化，最終的な目標
７
J トレイ再利用，省資源体験
教室の開催，買物袋持参運動
○
活動資金，スーパーで白色トレー以外を回収しない理由，スーパーの
袋の節約に販売店が積極的に取り組まない理由，活動を通しての感想
K 廃油セッケン作り・エ
コクッキング
○ ○ ○ ○
ビデオ教室の内容，廃油の利用
先，活動の苦労
８
L こどもエコくらぶ企画・
運営，カヌーでゴミ拾い
○ ○ ○ ○ ○
M 廃油セッケン作り，フ
リーマーケット
○ ○ ○ ○ ○
市民グループの主な活動 発 表 し た 取 り 組 み の 姿 勢
A 容器包装回収，再資源化，再生品
販売
― （昨年度の環境に配慮した取り組みの結果報告データのみ）
B 廃油セッケン，牛乳パック再利
用，買物袋持参運動
便利，安い，きれい，簡単などの商品はほんとうにそうなのか，新製品など特
に疑問を持つことが大切
E 講座・研修会・研究会開催，事業
者・消費者・行政の三者懇談会
次世代のためにどうしても必要であること，限りある資源を有効に使うことが大切，今私たちがな
すべきことは何かを考えること，一人ひとりが現状を深く認識し直ちに行動を起こすことの大切さ
F リサイクル活動 自分のために学び，社会のために貢献できる
G 省エネの実践等 大量消費―使い捨て意識の変革，自然の中に還すことの可能な製品を使うよう
に心がける
H 手作りセッケン，リサイクル活動 もっとボランティアの輪を広げて環境および福祉にやさしい町づくりができる
よう少しずつ積み上げていきたい
J トレイ再利用，省資源体験教室の
開催買物袋持参運動
自分たちの使い捨て消費のあり方こそ考えなければならない
K 廃油セッケン作り，エコクッキング 地球規模での環境問題が深刻化したため地球にやさしいライフスタイルづくり
に取り組んでいる
L こどもエコくらぶ企画・運営，カ
ヌーでゴミ拾い
特にこれをしたいとか大きくなりたいという思いはなく，現在のようにみんな
でアイデアを出し合いながら環境にかかわることを地道に続けていきたい
表２ 市民グループへの生徒の手紙による取材内容
表３ 生徒の発表内容に見られた市民グループの取り組みの姿勢
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３．生徒の変容
はじめに「環境に配慮した消費行動」に対する生徒の認識の変容をみる。「環境に配慮した消費行動」については，
学習前には４０名中７名の生徒しか意見を記述しておらず，その内容もリサイクルに関することに限られていたが，学
習後は表４に示すように，半数強の生徒が意見を記述していた。特に，環境に配慮した行動で身近にできることの具
体的な記述が多くみられた。また，環境に配慮した行動の重要性や取り組もうとする意欲を述べたもの，さらに，国
や企業に対する要望を記述した生徒もいた。一方で，「今までの配慮しない行動が定着しすぎて，なかなか実行に移
せない」という難しさや，「何をしたらよいのかわからない」という疑問を感じた生徒もみられた。
次に，環境に配慮した行動に対する生徒の変容を態度および実際の行動面からみる（図３）。学習前調査の質問項
目「あなたは日常生活で環境に配慮した行動をしていますか」に対して，生徒の半数強が「している」と答え，「し
ていない」と答えた者が４割強であった。学習直後の質問項目「あなたは日常生活で環境に配慮した行動をしようと
思いますか」に「はい」と答えた生徒が９割弱で，環境に配慮した行動に意欲的に取り組もうとする態度が多くの生
徒にみられた。その理由として，生徒は「自分一人で何かしたところで何もかわらないと今までは思っていたけど一
人の１００歩より１００人の一歩”という言葉を聞いて」や「今まで知らなかった活動もできるだけ行いたい」，「とりあえ
ず省エネから始めようと思う。お店で袋をもらわないようにしたり，できることはたくさんあると思うので」が記述
されていた。学習の３か月後に再び「あなたは日常生活で環境に配慮した行動をしていますか」と問うたところ，「し
ている」と答えた生徒は６割強であった。学習前から実行していた半数強の生徒と比較すると，学習後３か月では環
境に配慮した実際の行動をしている生徒が１割程度増加したといえよう。
また，学習後に始めた環境に配慮した行動に関して３か月後に尋ねた結果を表５に示す。学習後にあらたに始めた
行動は，省エネ，ごみの分別，リサイクル，買い物袋持参等があり，環境に配慮した消費行動場面に広がりがみられ
た。環境に配慮した行動をしなかった生徒は「周りに積極的に行動する人がいないから」「面倒だから」「他のことに
忙しくて環境問題に気が配れないから」などを理由に挙げていた。また，その他の生徒のなかに「ガス代が高いから
ソーラーエネルギーを家では使っている」，「利害の一致による」と答えた者がおり，個人や家庭で経済面等のメリッ
トがあれば環境保全につながる行動を選択するという意見がみられた。
以上の結果から，「環境に配慮した消費行動を市民から学ぶ」授業は，生徒に環境に配慮した消費行動の生活実践
表４ 「環境に配慮した消費行動」に関する認識（３８人回答の２１人の意見）
・買物袋持参，エコマーク商品を買う，必要以上の包装は断ったり，身近なことから始めればいいと思う。
・身近なところからコツコツと。
・一人ひとりが自分のできることをする。
・（市民グループの活動は）すごいと思う。
・まず家庭内でできることから始める。廃油石けんやトレーの回収など。続けることが大切だと思う。
・環境に優しい製品を選ぶ。ペットボトル商品はできるだけ買わないようにする。
・リサイクル可能なもの，燃やしても有害物質が出ないものを選ぶ。
・あまりごみは出さない。
・リサイクル，ごみ分別するべきだ。
・なるべく袋はもらわないようにする。これで役に立っているのだろうか？
・一見難しそうに聞こえるけど，身の回りでもすごく話題になっているし，身近なことなのかもしれない。やろうと思
えば。
・環境を常に頭において生活する。
・環境を大切にすること。
・無駄をなくし，森林など自然破壊を抑制する。
・地球を守りたい。
・いい加減に物を作り続けて儲けるのは廃品をどうにかすることを考えてすればいいと思う。
・省エネ，ごみ減量，リサイクル，もっと国が動くべきだと思う。
・環境問題等のことを目指していたら全て環境に配慮した消費行動と言えると思う。
・すごく大きい意味の言葉だと思った。
・環境に配慮した消費行動と簡単に言ってもなかなかできないことだと思う。でもできたらいいと思う。
・生活に密着した行動が多く，心がけていつでも始められそうだけど，身近な分，今までの配慮しない行動が定着しす
ぎてなかなか実行に移せない気がする。
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を促すことはできたといえるが，その取り組みの共有化や，環境に配慮した消費行動の成果を生徒自身が実感として
捉えることができる学習場面の設定が必要であることが示唆された。
さらに，これらの市民グループに対する学習直後の生徒の自由記述による感想を KJ法によりまとめたものを図４
に示す。多くの生徒が「環境を考えて長い間黙々と自主的に色々な活動を頑張っておられるのがすごい」と感じ，ま
た「個人から始めた活動がだんだん大きくなり何百人もの力になるのはすごい」との記述から，環境に配慮した市民
の活動の自主性や継続性と広がりに対して感嘆しているといえる。さらに，「色々なグループがアイデア豊富な幅広
い活動をしていることがわかった」との感想から，環境に配慮した活動の多様性を生徒が認識したことが窺える。ま
た，それらの活動を知らなかった自分を振り返り「市民グループの活動は知られていないのでもっと広めてほしい」
という活動の認知を社会に対して求める者もみられた。市民の活動への取り組みの姿勢に対して「苦労もあるようだ
が，みんな生きがいとして活動されているのがすばらしい」と感じた生徒もいた。「環境に配慮した行動は身近すぎ
て気がつかなかったことがたくさんあるのを知った」という記述は，これまで認識していなかった身近な行動と環境
との関連性の認識の深化ととらえることができる。また，「真剣に環境を考えて努力している人がいることを知り日
頃の行動を反省した」と自分を振り返る，「見習って今度から環境に配慮した行動を少しずつでもやっていきたい」
と意欲的な生徒がいた一方で，わずかではあるが「実行されている市民と実行できない自分に差がある」と感じた生
徒もみられた。
表５ 学習後に始めた環境に配慮した消費行動（３か月後調査）
（複数回答） （人数）
a 省エネ ７
b ゴミの分別 ６
c リサイクル ６
d 買物袋持参 ３
e トレーの回収 ２
f 過剰包装の商品を避ける ２
g ごみの持ち帰り ２
h その他
リサイクル石けんを使ってみた
自転車・公共交通の利用
ごみを拾う
ごみの減量
環境を破壊する商品を買わない
ペットボトル製品を買わない
図３ 環境に配慮した行動に関する変容（人数）
市民グループの活動は知られ
ていないのでもっと広めてほ
しい
苦労もあるようだが，みんな
生きがいとして活動されてい
るのがすばらしい
真剣に環境を考えて努力して
いる人がいることを知り日頃
の行動を反省した
いろいろなグループがアイデ
ア豊富な幅広い活動をしてい
ることがわかった
環境に配慮した行動は身近す
ぎて気がつかなかったことが
たくさんあるのを知った
見習って今度から環境に配慮
した行動を少しずつでもやっ
ていきたい
環境を考えて長い間黙々と自
主的に色々な活動を頑張って
おられるのがすごい
個人から始めた活動がだんだ
ん大きくなり何百人もの力に
なるのはすごい
実行されている市民と実行で
きない自分に差がある
図４ 環境に配慮した活動をしている市民グループについての感想
鳥 井 葉 子・日 浦 美智代
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最後に，今回の手紙による取材に関する生徒の感想を述べる。手紙の書き方や敬語がわからなかったので難しかっ
た，面倒だった，文章でうまくわかってもらうのは大変だと思った，やり取りに時間がかかる，項目が絞られてしま
うという難しさを生徒はあげていた。一方で，新鮮で楽しかった，お互いの時間の都合がつかなくてもよい点，てい
ねいに答えてもらえる，（資料を）見返したりできてわかりやすく勉強になったとその利点を書いていた。
 今後の課題
授業実践および生徒の反応を検討した結果，次の点が今後の課題としてあげられる。
一つは取材方法とそれに関連した授業実践時期の設定である。今回試みた手紙による取材は文章表現による明確な
回答が得られた点は優れていたが，その場では生徒個々人の関心に伴う応答ができないというデメリットがある。対
面による取材は環境に配慮した消費行動に対する生徒の認識を深めるために大きな効果が期待されるので，夏・冬期
休業中に取材を実施することを視野に入れたい。さらに，実際に市民が環境に配慮した行動を実践している場面を取
材して，写真やビデオテープ，実物などを取り入れた発表をするという授業実践も考えられる。
もう一つは，学習直後の生徒の環境に配慮した消費行動への意欲の高まりを活かす場の設定が必要である点であ
る。生徒はクラス全体で取材した内容を発表したが，もっと広く学校全体はあるいは他の学校や地域への発信や交流
という活動を設定し，一人ではなく共に環境に配慮した消費行動に取り組むという経験を授業に取り入れることが生
徒の環境に配慮した行動へお意欲を生活実践にまで高める契機となると考えられる。そのためには，生徒相互の意見
交換の場をはじめとして，十分な時間を設定した授業の構成を検討し実践したい。
注
１）日本消費者教育学会中国・四国支部学校教育研究グループ「学校における環境に配慮した消費者教育アクティビ
ティー集―２１世紀に生きる消費者－市民をめざして―」２００１，p.６
２）前掲書，p.６７
「環境に配慮した消費行動を市民から学ぶ」授業実践の考察
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The purpose of this study is to analyze Lessons of consumer behavior for ecological lifestyle by
interviews with citizens’ groups. High school students interviewed them by mail, presented their activities and
think about consumer behavior for ecological lifestyle after that.
The results were as follows.
１：Students’ consciousness of consumer behavior for ecological lifestyle were improved and their behavior
were a little.
２：It was suggested that there should be activities to realize effects of consumer behavior for ecological
lifestyle in lessons and experience them.
Analysis of Lessons of Consumer Behavior for Ecological Lifestyle
by Interviews with Citizens’ Groups
Yoko TORII＊ and Michiyo HIURA＊＊
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